
～
３
期
目
も
議
会
の
中
か
ら
全
力
～

市
民
協
働
・
安
心
安
全
を
推
進

田
口 

孝
男
（
３
期
）

環
境
教
育
常
任
委
員

な
ど
の
要
因
で
社
会
全
体
が

車
か
ら
自
転
車
へ
と
シ
フ
ト

し
始
め
て
い
ま
す
。
更
に
４

月
か
ら
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
が

努
力
義
務
化
に
、
ま
た
警
察

庁
は
自
転
車
の
交
通
違
反
へ

の
反
則
金
制
度
を
検
討
と
い

う
報
道
も
…
。 

自
転
車
の
安

全
教
育
や
ル
ー
ル
周
知
は
喫

緊
の
課
題
で
す
。

◆
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は

開
始
か
ら
15
年
。
３
度
の
国

際
認
証
を
受
け
本
市
の
安
心

安
全
な
街
づ
く
り
を
支
え
て

き
ま
し
た
。
高
評
価
を
受
け

た
「
厚
木
モ
デ
ル
」
と
し
て

成
熟
期
を
迎
え
、
他
の
認
証

自
治
体
の
動
向
や
費
用
対
効

果
な
ど
を
検
証
し
、
次
の
ス

テ
ッ
プ
を
目
指
し
ま
す
。

◆
自
治
会
支
援
に
全
力

複
雑
化
・
多
様
化
す
る
地

域
社
会
で
市
民
協
働
の
必
要

な
場
面
は
安
心
安
全
、
子
育

て
福
祉
、
防
災
と
多
岐
に
及

ぶ
。
し
か
し
現
代
社
会
は

様
々
な
要
因
で
ご
近
所
付
き

合
い
は
希
薄
に
…
絆
・
地
域

力
の
基
礎
、
自
治
会
活
動
の

活
性
化
が
急
務
で
す
。

◆
交
通
安
全
に
全
力

近
年
、
車
の
安
全
性
向
上

等
に
よ
り
交
通
事
故
の
件
数

が
減
少
す
る
中
、
自
転
車
事

故
の
割
合
は
増
加
傾
向
に
あ

り
、
渋
滞
回
避
・
移
動
コ
ス

ト
・
環
境
配
慮
・
健
康
増
進

「
今
」
何
が
必
要
か
を
考
え
る

奈
良 

直
史
（
２
期
）

議
会
運
営
委
員
会
副
委
員
長

〝
抜
け
道
対
策
〟
を

改
選
前
の
４
年
間
の
取
り

組
み
で
上
今
泉
岡
津
古
久
線

は
飯
山
千
頭
坂
下
～
国
道
４

１
２
号
ま
で
の
１
・
３
㎞
に

渡
り
道
路
予
備
設
計
を
、
今

年
度
、
林
５
丁
目
地
内
～
妻

田
西
２
丁
目
地
内
ま
で
の
概

略
設
計
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

ま
た
及
川
２
丁
目
か
ら
上

今
泉
岡
津
古
久
線
ま
で
の
１

㎞
の
区
間
で
は
詳
細
設
計
の

た
め
に
必
要
な
測
量
を
実
施

し
て
お
り
、
こ
の
デ
ー
タ
を

使
っ
て
令
和
６
年
度
に
予
備

設
計
が
行
わ
れ
ま
す
。

市
政
に
初
挑
戦
し
た
時
か

ら
掲
げ
て
い
る
「
抜
け
道
問

題
解
消
」
の
た
め
引
き
続
き

取
り
組
み
ま
す
。

〝
全
体
で
避
暑
〟
を

厚
木
市
の
日
平
均
気
温
の

月
平
均
（
気
象
庁
調
べ
）
を

40
年
前
と
今
年
で
比
較
す
る

と
８
月
は
２
・
７
度
、
７
月

は
５
・
２
度
上
昇
し
て
い
ま

す
。
原
因
と
さ
れ
る
温
室
効

果
ガ
ス
削
減
に
向
け
た
取
組

み
は
国
全
体
で
行
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
効
果
が
現
れ
る
ま

で
時
間
が
か
か
る
た
め
、
夏

季
に
実
施
す
る
イ
ベ
ン
ト
・

教
育
関
係
行
事
で
は
時
期
変

更
を
、
ま
た
、
市
発
注
建
設

工
事
で
は
工
程
余
裕
期
間
の

確
保
を
訴
え
ま
し
た
。

山
口
新
市
長
就
任
の
元
、

本
厚
木
駅
北
口
に
つ
い
て
は

「
市
民
の
誇
り
と
な
る
玄
関

口
」
へ
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
る

こ
と
を
目
指
し
、
こ
の
機
を

１
０
０
年
に
一
度
の
契
機
と

捉
え
、
本
厚
木
駅
北
口
地
区

と
中
町
第
２
ー
２
地
区
（
厚

木
バ
ス
セ
ン
タ
ー
・
複
合
施

設
）
を
一
体
的
な
面
と
し
て

捉
え
、
本
庁
舎
跡
地
の
有
効

活
用
も
見
据
え
、
駅
北
口
を

デ
ザ
イ
ン
・
機
能
性
に
優
れ

た
街
並
み
に
整
備
す
る
た
め

の
検
討
を
し
て
お
り
、
本
検

討
に
お
い
て
は
本
厚
木
駅
北

口
地
区
市
街
地
再
開
発
準
備

組
合
を
始
め
と
す
る
関
係
権

利
者
や
関
係
機
関
と
も
情
報

共
有
や
意
見
交
換
を
図
り
な

が
ら
検
討
を
進
め
て
い
く
と

の
こ
と
で
す
。

ま
た
、
愛
甲
石
田
駅
周
辺

に
つ
い
て
は
、
本
市
計
画
で

は
、
地
域
の
生
活
を
支
え
る

商
業
・
業
務
等
の
都
市
機
能

の
集
積
と
、
駅
へ
の
ア
ク
セ

ス
性
を
高
め
る
周
辺
道
路
整

備
や
快
適
で
円
滑
な
乗
り
換

え
が
可
能
と
な
る
交
通
結
節

機
能
の
充
実
を
図
る
と
し
、

地
元
の
意
見
を
反
映
し
た
基

本
構
想
を
本
年
１
月
に
策

定
。
同
年
６
月
に
地
域
で
の

説
明
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

多
く
の
市
民
が
期
待
す
る

両
事
業
で
あ
り
、
着
実
な
早

期
実
現
を
推
進
し
ま
す
。

先を見据えた政策集団！
令和新時代、将来を見据えた街づく
りを目指し、若い力が結集しました。
市民の皆様の声をしっかり受け止
め、政策提言をしてまいります。

厚木市議会会派  vol.17議会報告

市
民
の
皆
様
と
行
政
と
議

会
で
進
め
る
「
ご
み
減
量

化
・
資
源
化
」
が
有
料
化
無

し
の
理
由
と
考
え
、
今
後
も

ご
み
減
量
を
推
進
し
ま
す
。

農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化

Ｑ
．
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化

事
業
は
厚
木
の
農
政
を
推
進

で
き
る
か
。

Ａ
．
こ
の
事
業
は
、
厚
木
の

農
産
物
と
農
産
物
加
工
品
の

開
発
に
交
付
金
を
交
付
し
ま

す
。
申
請
者
が
ブ
ラ
ン
ド
化

す
る
試
作
品
を
作
成
し
、
評

価
し
、
将
来
的
に
ブ
ラ
ン
ド

品
と
し
て
販
売
す
る
イ
メ
ー

ジ
の
確
立
が
目
標
だ
が
、
本

年
度
だ
け
で
な
く
、
次
年
度

以
降
も
継
続
し
て
取
り
組
み

を
支
援
し
ま
す
。

山
口
市
長
の
答
弁
は
、

「
市
民
の
努
力
の
お
か
げ
」

「
現
在
、
家
庭
ご
み
の
有
料

化
は
必
要
な
し
」

市
長
は
、
ご
み
の
有
料
化

は
、
令
和
３
年
３
月
に
策
定

し
た
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本

計
画
で
「
ご
み
減
量
化
の
達

成
目
標
の
進
捗
状
況
に
応
じ

て
、
導
入
を
検
討
す
る
」
と

あ
り
、
「
現
状
は
、
市
民
、

関
係
団
体
等
の
皆
様
の
ご
協

力
に
よ
り
、
年
度
ご
と
の
減

量
化
の
目
標
を
達
成
し
て
い

る
の
で
、
現
在
有
料
化
す
る

必
要
は
な
い
」
と
私
の
一
般

質
問
に
答
弁
し
ま
し
た
。

愛
甲
石
田
駅
周
辺
は
「
都

市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」

に
お
い
て
、
「
都
市
拠
点
」

と
し
て
位
置
づ
け
て
い
ま

す
。
愛
甲
石
田
駅
の
乗
降
客

数
は
、
人
口
増
加
、
周
辺
企

業
の
立
地
等
に
よ
り
、
北
口

前
広
場
及
び
橋
上
駅
舎
が
開

始
さ
れ
た
昭
和
62
年
か
ら
令

和
元
年
ま
で
に
、
約
２
７
０

０
０
人
か
ら
約
５
４
０
０
０

人
へ
と
約
２
倍
に
増
加
し
お

り
ま
す
。

駅
周
辺
は
、
本
市
森
の
里

東
地
区
や
酒
井
地
区
、
伊
勢

原
市
の
大
山
イ
ン
タ
ー
地

区
、
平
塚
市
の
ツ
イ
ン
シ

テ
ィ
大
神
地
区
に
お
い
て
土

地
区
画
整
理
事
業
が
施
行
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
今
後
、
更

な
る
駅
利
用
者
数
や
更
な
る

周
辺
交
通
混
雑
が
予
想
さ
れ

ま
す
。

地
元
市
民
組
織
や
ア
ン

ケ
ー
ト
か
ら
ス
ー
パ
ー
な
ど

の
生
活
を
支
え
る
商
業
施
設

の
不
足
、
愛
甲
宮
前
交
差
点

を
中
心
と
し
た
交
通
混
雑
、

駅
舎
及
び
駅
前
広
場
の
機
能

充
実
、
駅
周
辺
の
み
ど
り
の

充
実
、
災
害
時
の
一
時
滞
在

ス
ペ
ー
ス
の
不
足
な
ど
の

様
々
な
ま
ち
の
課
題
が
意
見

と
し
て
挙
げ
て
い
ま
す
。

私
は
、
こ
の
課
題
を
一
つ

一
つ
解
決
し
て
、
皆
さ
ま
に

寄
り
添
い
前
に
進
め
て
参
り

ま
す
。

愛
甲
石
田
駅
周
辺

ま
ち
づ
く
り
基
本
構
想

髙
橋 

豊
（
３
期
）

副 

議 

長

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通
に
つ
い
て

Ｑ
．
高
齢
者
等
バ
ス
停
か
ら

離
れ
た
地
域
の
交
通
手
段
の

確
保
に
つ
い
て
。

Ａ
．
本
年
６
月
の
補
正
予
算

で
、
高
齢
者
タ
ク
シ
ー
助
成

制
度
を
拡
充
す
る
こ
と
に
よ

り
、
制
度
の
周
知
で
日
常
生

活
の
移
動
手
段
と
し
て
タ
ク

シ
ー
を
活
用
し
て
頂
き
た
い

と
考
え
ま
す
。
こ
れ
ま
で
カ

バ
ー
で
き
な
か
っ
た
市
街
化

調
整
区
域
の
定
時
定
路
線
型

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通
が
適

さ
な
い
エ
リ
ア
の
方
に
対

し
、
移
動
に
関
す
る
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
が
確
保
さ
れ

て
い
く
も
の
と
考
え
ま
す
。

◆
こ
れ
か
ら
も
皆
様
の
声
を

市
政
へ
届
け
て
行
き
ま
す
。

厚
木
秦
野
道
路
に
つ
い
て

Ｑ
．
厚
木
秦
野
道
路
の
早
期

完
成
に
向
け
て
市
と
し
て
の

積
極
的
な
取
り
組
み
は
。

Ａ
．
今
年
度
か
ら
、
未
事
業

化
区
間
（
小
鮎
か
ら
玉
川
地

区
）
に
お
い
て
、
事
業
化
後

に
用
地
取
得
が
円
滑
に
進
め

ら
れ
よ
う
地
籍
調
査
に
つ
い

て
取
り
組
む
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
も
地
元
自
治
体
と
し

て
、
国
と
連
携
し
な
が
ら
、

厚
木
秦
野
道
路
の
早
期
完
成

に
向
け
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
た
い
。
と
の
前
向

き
な
回
答
を
頂
き
ま
し
た
。

厚
木
秦
野
道
路
を

少
し
で
も
前
へ
！

堀
江 

克
己
（
１
期
）

都
市
経
済
常
任
委
員

～
９
月
議
会
一
般
質
問
～

市
長
公
約
の
「
ス
ポ
ー
ツ
の
聖
地
」

山
口 

保
子
（
１
期
）

環
境
教
育
常
任
委
員

Ｑ
．
「
ス
ポ
ー
ツ
の
聖
地
」

に
ふ
さ
わ
し
い
ソ
フ
ト
事
業

の
進
め
方
は
。

Ａ
．
全
国
規
模
の
大
会
が
開

催
で
き
る
施
設
を
整
備
し
、

各
種
競
技
の
中
心
地
と
な
る

よ
う
な
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
充

実
を
図
る
こ
と
が
重
要
。
ま

た
、
整
備
さ
れ
た
施
設
を
活

用
し
、
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト

の
プ
レ
ー
を
観
戦
す
る
機
会

や
各
種
競
技
の
全
国
大
会
の

誘
致
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
を
す

る
・
観
る
・
支
え
る
環
境
づ

く
り
に
取
組
、
ス
ポ
ー
ツ
の

聖
地
と
呼
ん
で
い
た
だ
け
る

よ
う
施
策
を
進
め
ま
す
。

教
育
行
政
に
つ
い
て

Ｑ
．
児
童
・
生
徒
の
通
学
の

現
状
と
課
題
。
ま
た
、
適
正

規
模
・
適
正
配
置
の
取
組

は
。

Ａ
．
地
域
や
関
係
機
関
等
と

連
携
を
図
り
、
安
全
第
一
に

取
組
ん
で
い
ま
す
。
将
来
的

に
、
通
学
の
時
間
や
距
離

の
、
範
囲
を
超
え
る
場
合

は
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行

や
路
線
バ
ス
の
利
用
を
認
め

通
学
負
担
軽
減
策
を
講
じ
て

い
ま
す
。

初
の
一
般
質
問
で
は
、
上

記
２
点
の
質
問
に
対
し
て
、

ご
回
答
を
頂
き
ま
し
た
。
市

民
の
皆
様
に
寄
り
添
え
る
よ

う
に
、
一
生
懸
命
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

本
厚
木
・
愛
甲
石
田
駅

周
辺
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

瀧
口 

慎
太
郎
（
４
期
）

都
市
経
済
常
任
委
員
長

～
会
派
を
代
表
し
一
般
質
問
～

ご
み
有
料
化
必
要
な
し

神
子 

雅
人
（
６
期
）

会 

派 

代 

表


